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消
防
団
員
表
彰
者（
敬
称
略
）

【
秋
田
県
知
事
表
彰
】

▼
有
功
章

　
長
谷
川
弘
美（
第
１
分
団
部
長
）、
近
美
光

夫（
第
３
分
団
部
長
）、
澤
野
功
成（
第
４
分

団
分
団
長
）、
深
田
重
雄（
第
５
分
団
副
分

団
長
）、
木
村
隆
悦（
第
11
分
団
部
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
35
年
以
上
勤
続
）

　
畠
山
昇（
第
２
分
団
団
員
）、
最
上
宗
一（
第

７
分
団
副
分
団
長
）、
佐
藤
俊
悦（
第
７
分

団
班
長
）、
高
橋
久
志（
第
７
分
団
団
員
）、

佐
藤
繁
美（
第
10
分
団
部
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
30
年
以
上
勤
続
）

　
藤
岡
美
気
男（
第
３
分
団
団
員
）、

橋
龍

治（
第
10
分
団
副
分
団
長
）、
佐
々
木
佐
一

郎（
第
11
分
団
班
長
）、
照
井
正
義（
第
13
分

団
副
分
団
長
）

▼
永
年
勤
続
章（
25
年
以
上
勤
続
）

　
栗
林
文
雄（
第
３
分
団
団
員
）、

橋
誠（
第

３
分
団
班
長
）、
進
藤
幹
広（
第
３
分
団
団

員
）、

橋
有
藏（
第
４
分
団
部
長
）、
藤
原

正
志（
第
５
分
団
部
長
）、

橋
幸
久（
第
７

分
団
団
員
）、

橋
義
尚（
第
８
分
団
団

員
）、
佐
々
木
誠（
第
11
分
団
団
員
）、
深
沢

義
一（
第
14
分
団
団
員
）

▼
永
年
勤
続
章（
20
年
以
上
勤
続
）

　

橋
利
道（
第
１
分
団
団
員
）、
煙
山
千
秋

（
第
１
分
団
班
長
）、
森
川
美
浩（
第
３
分
団

団
員
）、

橋
和
弘（
第
４
分
団
団
員
）、

橋
秀
行（
第
７
分
団
団
員
）、
藤
井
孝
敏

（
同
）、

橋
剛（
同
）、

橋
和
博（
同
）、
小

柳
次
男（
同
）、
蒔
野
信
夫（
第
12
分
団
班

長
）、
佐
藤
敏
義（
第
13
分
団
団
員
）、
千
葉

猪
佐
男（
第
14
分
団
団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

▼
勤
続
章（
10
年
以
上
勤
続
）

　

橋
幹
夫（
第
５
分
団
団
員
）、
小
田
長
真

（
同
）、
齋
藤
明
宏（
第
８
分
団
団
員
）、
佐

藤
順
昭（
第
９
分
団
団
員
）、
戸
嶋
賢
司（
第

10
分
団
団
員
）、
石
田
利
夫（
第
12
分
団
団

員
）、
瀬
田
川
幸
誠（
第
13
分
団
団
員
）、
澁

谷
浩
之（
同
）、

田
川
誠（
第
14
分
団
団
員
）

【
秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
市
仙
北
市
美

郷
町
支
部
長
表
彰
】

▼
精
勤
章（
７
年
以
上
勤
続
）

　
煙
山
康
晴（
第
１
分
団
団
員
）、
藤
本
貢
悦

（
第
２
分
団
団
員
）、
細
井
誠
真（
同
）、
戸

澤
清
良（
同
）、

橋
忍（
同
）、

階
充（
第

３
分
団
団
員
）、

橋
善
生（
第
４
分
団
班

長
）、
鈴
木
直
樹（
第
５
分
団
団
員
）、
武
田

弘（
同
）、
篠
塚
忠
浩（
第
７
分
団
団
員
）、

梅
川
清（
第
11
分
団
団
員
）、
大
澤
一
支

（
同
）、
鈴
木
正
章（
第
12
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
消
防
団
長
表
彰
】

▼
精
勤
章（
３
年
以
上
勤
続
）

　

階
義
和（
第
１
分
団
団
員
）、

橋
律
雄

（
第
５
分
団
団
員
）、
佐
々
木
直
人（
同
）、

伊
藤
誠（
同
）、
斉
藤
英
人（
第
６
分
団
団

員
）、
畠
山
友
輝（
第
８
分
団
団
員
）、
高
橋

誠
治（
第
９
分
団
団
員
）、
扇
田
貴
文

（
同
）、
大
久
保
勝
則（
第
10
分
団
団
員
）、

後
藤

康（
第
11
分
団
班
長
）、
佐
藤
久
夫

（
第
11
分
団
団
員
）、
本
間
貴
視（
同
）、
傳

野
利
一（
第
12
分
団
団
員
）、
伊
藤
忠
宏

（
同
）、
中
山
竹
志（
第
13
分
団
団
員
）

【
美
郷
町
長
感
謝
状
】

▼
無
火
災
分
団

　
第
２
分
団（
５
年
間
無
火
災
）

▼
退
団
者（
15
年
以
上
勤
続
）

　
森
元
新
整（
元
分
団
長
）、
近
美
繁（
元
副
分

団
長
）、
木
村
和
男（
同
）、
山
代
武（
同
）、

橋
幹
雄（
元
班
長
）、
伊
藤
孝
順（
同
）、

星
山
和
以
紀（
元
団
員
）、
荒
田
道
尾

（
同
）、
佐
藤
準
一（
同
）、
谷
屋
龍
孝

（
同
）、
齊
藤
幸
一（
同
）

平
成
22
年
美
郷
町
消
防
出
初
式

　
平
成
22
年
美
郷
町
消
防
出
初
式
が
１
月
３

日
、
美
郷
町
公
民
館
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、

町
消
防
団
14
分
団
３
３
１
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
総
合
体
育
館
リ
リ
オ
ス

前
で
松
田
町
長
に
よ
る
観
閲
と
分
列
行
進
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
美
郷
町
公
民
館
で
開
か
れ
た
式
典
で
は
、

松
田
町
長
が「
団
員
皆
さ
ん
の
精
励
に
よ
り

住
民
生
活
の
安
全
は
一
段
と
推
進
さ
れ
て
い

る
が
、
社
会
経
済
の
変
化
に
伴
い
災
害
発
生

の
危
険
性
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
新
年
を

迎
え
、
心
新
た
に
住
民
の
負
託
に
応
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
澤
清
喜
団
長
が「
消
防
団
に
課

せ
ら
れ
た
義
務
は
、
地
域
に
お
け
る
第
一
線

の
活
動
機
関
と
し
て
、
災
害
時
に
地
域
住
民

を
守
る
こ
と
。
新
た
な
決
意
を
持
っ
て
、
一

層
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
す
る
。
」と

訓
辞
。
そ
の
後
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
83
人
１
団
体
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
章
者

を
代
表
し
て
第
４
分
団
分
団
長
の
澤
野
功
成

さ
ん
が「
こ
れ
か
ら
も
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。
」と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
式
典
の
最
後
に
は
、

出
席
者
全
員
に
よ
る
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、

今
年
一
年
の
防
災
を
誓
い
ま
し
た
。

▲士気を高めた万歳三唱
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先
日
、
車
で
帰
宅
途
中
に
直
前
横
断
す
る
危

険
猫
に
遭
遇
し
ま
し
た
。
慌
て
て
急
ブ
レ
ー
キ

を
踏
ん
で
事
な
き
を
得
ま
し
た
が
、
お
陰
で
助

手
席
か
ら
買
物
が
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ご

「
ま
っ
た
く
〜
」
と
独
り
言
ち
ま
し
た
が
、
併

せ
て
「
や
は
り
慣
性
の
法
則
だ
な
」
と
思
っ
た

次
第
で
す
。
車
は
急
に
止
ま
れ
て
も
物
体
は
車

の
よ
う
に
止
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
「
ブ
レ
ー
キ
は
静
か
に
踏
ま
な
い
と
」

と
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
す
る
た
め
に
は
、

先
を
予
測
す
る
認
識
を
持
つ
こ
と
と
目
に
入
る

情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
ク
セ
ル
操
作

も
同
じ
で
す
。

　
さ
て
、
先
月
町
で
は
、
公
共
施
設
再
編
計
画

に
基
づ
き
役
場
庁
舎
を
統
合
し
ま
し
た
。
そ
の

際
、
留
意
し
て
き
た
の
は
「
慣
性
の
法
則
」
へ

の
留
意
で
す
。
極
力
不
安
感
な
く
、
慣
れ
親
し

ん
だ
施
設
の
利
用
を
適
切
に
停
止
さ
せ
、
新
た

な
利
用
体
制
を
円
滑
に
出
発
さ
せ
る
こ
と
。
そ

の
一
点
で
し
た
。
そ
の
た
め
六
郷
と
仙
南
の
２

地
区
に
出
張
所
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
で
き

る
だ
け
町
広
報
や
チ
ラ
シ
で
正
し
い
情
報
伝
達

に
努
め
、
急
ブ
レ
ー
キ
と
急
ア
ク
セ
ル
に
な
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

　
概
ね
順
調
と
把
握
し
て
い
ま
す
が
、
出
張
所

の
存
在
や
使
い
勝
手
を
ご
存
知
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
、
「
不
便
に
な
っ
た
」
と

の
声
も
頂
戴
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
た
な

慣
性
（
体
制
）
に
安
心
す
る
ま
で
に
は
も
う
少

し
時
間
が
必
要
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
地
区
間

を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
便
の
増
便
は
も
と
よ
り
、
出

張
所
の
存
在
（
学
友
館
と
旧
仙
南
公
民
館
）
や

使
い
勝
手
の
良
さ
（
土
日
も
含
め
て
午
後
７
時

ま
で
業
務
）
を
き
ち
ん
と
認
識
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
今
後
も
正
確
な
情
報
の
発
信
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
空
い
た
庁
舎
に
は
概
ね

４
月
頃
に
各
種
団
体
が
入
居
し
ま
す
。
い
ず
れ

し
ば

賑
わ
い
が
戻
り
ま
す
の
で
、
今
暫
し
、
庁
舎
に

あ
か

と
も

灯
り
が
燈
ら
な
い
寂
し
さ
も
が
ま
ん
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
く
ら
「
変
化
の
時
代
」
と
は
言
え
、
や
は

り
変
化
に
は
不
安
感
が
付
き
ま
と
う
も
の
。
そ

の
心
理
を
理
解
し
な
が
ら
、
今
後
も
町
の
取
り

組
み
で
は
、
み
な
さ
ん
に
で
き
る
だ
け
不
安
を

感
じ
さ
せ
な
い
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
に
留
意

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
情
報
の
共

有
は
必
要
で
す
。
ど
う
か
町
広
報
を
読
ん
で
く

だ
さ
い
、
で
き
れ
ば
本
欄
も
。
そ
の
本
欄「
風
」

は
本
号
を
も
っ
て
６
年
目
に
突
入
で
す
。

美
郷
町
長
　
松
　
田
　
知
　
己

「
慣
性
の
法
則
」

▲1月3日、町消防出初式で観閲する　
　松田町長

問い
合わせ

　六郷出張所（学友館内）および仙南出張所（美郷町

公民館内）は、毎週月曜日（月曜日が祝日の場合

は、翌日の火曜日）と年末年始（12月29日から翌年1

月3日）が休業日となります。

　上記休業日以外の平日、ならびに土・日・祝日

も窓口を開き、午前9時から午後7時まで業務を

行っていますので、休日やお仕事帰りにもご利用

できます。

六郷出張所および仙南出張所の休業日について

六郷出張所 10187（84）4904
または 10187（84）4040

仙南出張所 10187（84）4915
または 10187（83）2280

●例えば、今年の3月は・・・

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

■の日が休業日です。
22日（月）は春分の日の振替休日のため、

翌23日（火）が休業日となります。


